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【２学期を迎えて】（学校長） 

  さあ、２学期が始まりました。この夏行われていました世界的なスポーツイベ

ント・リオオリンピックも昨日で終わりました。開催前は何かと心配されていまし

たが、オリンピック憲章で決められている１６日間という日程を無事終えることが

できました。日本人選手の思わぬ活躍もたくさん見ることができましたし、残念な

結果に終わった競技もありました。その都度、多くの方々が一喜一憂しながら応援

されていたのではないでしょうか。また、今大会はＲＯＡという見慣れない入場行進プラカードがありました。

１０人の難民選手団です。選手団長いわく「国は破綻しても彼らの人間として、スポーツ選手としての精神は

失われない」胸に響く言葉でした。尚、パラリンピックは９月７日から１８日までの日程で開催されます。 

 さて、全校児童生徒の皆さん、今学期はオリンピック選手のように一層自分を伸ばす努力をして欲しいと思

っています。今まで培ってきた基礎をもとに、努力を積み上げ、ステップアップしていきましょう。「自分を

伸ばす」を他の簡単な言葉で言い換えると、「今までできなかったことができるようになる」あるいは「でき

ることを増やす」ということです。先生・友達や上級生に手助けしてもらいながら上を目指しましょう。 

 例えば、 

・ペイバックからペイフォワードへ、「感謝の気持ち」を伝えることができる 

・我慢強くなって、友達とのトラブルがなくなる ・場面にあった言葉使いができる 

・習ったところを日々復習できる ・わからないところは、わかるまで努力できる 

・気後れすることなく、堂々と質問できる ・みんなと仲良くできるようになる 

・ふれあい運動会やドナウ祭で自分の役割をきちんとできるようになる  

・下級生の面倒をしっかりと見ることができる 

などです。２学期は大きな学校行事もあり、成長するチャンスです。皆さんの活躍を期待しています。 

※中学部のスッキリタイムの一部内容変更についてお知らせいたします。英語検定学習についてです。８月１

日、文科省より学習指導要領の答申素案が示されました。その内容につきましては、今までも議論されていた

ものですが、小中学校では、やはり英語学習の取組と教科化が大きな柱となっております。本校中学部で取り

組んでいます朝活動の英語活動も、そのような状況を見据えてのことですが、ここで、スッキリタイムの学習

内容に英語検定学習も導入致します。今まで英語検定の学習につきましては、スッキリタイム以外の時間で取

り扱ってきましたが、２学期よりスッキリタイムでも可とします。ただし、漢検・数検はスッキリタイム以外

での扱いとなります。尚、小学校が平成３０年度、中学校は平成３１年度、道徳も教科化され、教科書を使っ

ての学習となります。 

 

【編入生の紹介】（教職員一同） 

 本日８月２２日から４名の新しい仲間が加わりましたので紹介

します。菊内正也さん（小２）、續木真瑠花さん（小３）、菊内愛莉

さん（小４）、續木遥仁さん（小５）です。 

 全校児童生徒の前で立派に自己紹介をすることができました。ふ

れあい大運動会の練習もあって忙しいスタートとなりますが、１日

も早く日本人学校での学校生活に慣れることを願っています。                         
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